
今月の主な内容 

（住民基本台帳人口による） 

いの町の人口人口 いの町の人口 
平成18年10月末日現在 （　）内は前年同月末日 

広報 

いの町ホームページ   http://www.town.ino.kochi.jp/

鹿敷地区、北内地区で防災学習会 3

年末年始のごみ・し尿の収集　ご確認ください 4

いの町財政事情の公表 6

病院事業業務状況公表 １０ 

税務課だより　平成１９年度償却資産の申告について １２ 

１２・１月の保健行事予定表 １６ 

１２月・１月の催し物 １８ 

「開かれた学校づくり」から発信 ２０ 

●総人口　28,092（28,486）人 

●男　性　13,469（13,662）人 

●女　性　14,623（14,824）人 

●世帯数　11,193（11,171）世帯 
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１１月１２日「第１７回 ほのほの王国もみじまつり」開催風景 



広報いの　12月号
２

　
　

月
８
日
（
日
）、
い
の
町
大
内

１０
の
高
知
県
消
防
学
校
で
高
知
県
中

央
地
区
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、　

市
町

１１

村
、
７
消
防
組
合
で
構
成
さ
れ
て

い
る
高
知
県
中
央
地
区
消
防
協
議

会
の
主
催
に
よ
り
、
加
盟
市
町
村

の
消
防
団
を
対
象
に
２
年
ご
と
に

開
催
さ
れ
、
消
防
技
術
の
よ
り
一

層
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。

　

い
の
町
消
防
団
の
代
表
と
し
て

伊
野
分
団
が
ポ
ン
プ
車
の
部
に
、

枝
川
分
団
、上
八
川
分
団
、本
川
第

一
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出

場
し
、選
手
た
ち
は
、日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
し
、
消
防
操
法

の
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
大

会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ポ
ン
プ
車
の
部

　
　
　

優
勝　

伊
野
分
団

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
　
　

優
勝　

枝
川
分
団

　
　
　

２
位　

上
八
川
分
団

新
入
団
員
の　
 

紹
介　
　
　
　

　

新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
で
の
消

防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

お
き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消
防

団
活
動
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

伊
野
分
団　

嶋
闢　

真
也
さ
ん

　
　
　
　
　

土
居　

一
哉
さ
ん

　
　
　
　
　

沢
田　

譲
二
さ
ん

　

月
の
消
防
団 

１２行
事
予
定　
　

　

月　

日（
木
）〜　

日（
土
）

１２

２８

３０

　

年
末
特
別
警
戒

高
知
県
中
央
地
区 

消
防
操
法
大
会
開
催 

大　会 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

�　期　　日
　平成１９年１月８日（月）　９時３０分～１２時
�　集合場所
　吾北中央公民館（上八川甲２０１０番地）
�　コ　ー　ス
　吾北中央公民館～道の駅「６３３美の里」方面～吾北
中央公民館
�　参　加　費　１００円
�　部門／距離
　①小学２年生以下の部／２㎞
　②小学３・４年生の部／３㎞
　③小学５・６年生の部／３㎞
　④中学・高校生の部／３㎞
　⑤一般の部／３㎞
�　参加資格
　・区間を完走できる者であること。
　・未就学児は保護者と参加すること。

　・小中学生の参加者は、学校長、又は保護者の同意
を得ること。

�　賞
　各部門の１位～３位に金・銀・銅メダルと賞状、
各部門のピッタリ賞

�　主　　催
　教育委員会・吾北中央公民館
�　申し込み
　部門名、住所（学校名）、氏名、年齢（学年）、申告タイ
ム、電話番号を１２月２１日（木）までに、教育委員会社
会教育課（� ８９３－２０１２）、吾北教育事務所（� ８６７
－２１３３）、本川教育事務所（� ８６９－２３３１）まで申し
込んでください。

　※当日の参加もできますが、できるだけ事前に申
し込んでください。

�　問い合わせ
　吾北教育事務所　　　　　� ８６７－２１３３

ポンプ車の部優勝　伊野分団

小型ポンプの部優勝　枝川分団

平成19年体育始め　第3回いの町新春マラソン大会



３
広報いの　12月号

　

鹿
敷
地
区
、北
内
地
区
で
、地
震

に
対
す
る
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

高
知
大
学
の
松
岡
裕
美
助
教
授
を

招
い
て
防
災
学
習
会
を
開
き
ま
し

た
。
両
地
区
と
も
今
年
４
月
に
自

主
防
災
組
織
が
発
足
し
、
地
域
住

民
に
よ
る
防
災
へ
の
取
り
組
み
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
学
習
会
で
は
、は
じ
め
に

松
岡
助
教
授
や
中
央
西
土
木
事
務

所
職
員
と
一
緒
に
地
区
内
を
歩
い

て
、急
傾
斜
地
な
ど
の
危
険
箇
所

の
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、消

火
栓
の
位
置
、避
難
経
路
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。そ
の
後
、次
期
南

海
地
震
の
特
徴
や
、備
え
な
ど
に

つ
い
て
松
岡
助
教
授
よ
り
詳
し
い

説
明
を
受
け
ま
し
た
。参
加
者
か

ら
は
、「
地
震
が
起
き
た
と
き
、ま

ず
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
地
区

内
の
地
盤
は
緩
い
の
で
す
か
？
」

な
ど
、積
極
的
な
質
問
や
意
見
も

多
く
出
さ
れ
、地
域
で
の
防
災
活

動
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
学
習
会
で
し
た
。

　

い
の
町
で
は
、
南
海
地
震
に
備

え
、
木
造
住
宅
の
安
全
性
の
向
上

を
図
り
地
震
に
強
い
安
全
な
住
ま

い
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
木
造

住
宅
耐
震
診
断
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
を

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

診
断
方
法

　

申
込
者
の
住
宅
を
診
断
員
が
訪

問
し
、
申
込
者
の
立
ち
会
い
の

も
と
、
間
取
り
の
確
認
・
床
下

や
天
井
裏
の
点
検
口（
開
口
部
）

か
ら
内
部
を
直
接
見
て
調
べ
ま

す
。

対
象
と
な
る
住
宅

　

町
内
に
所
在
し
、
次
の
要
件
を

満
た
す
木
造
住
宅
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

①
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着

５６

３１

工
さ
れ
た
建
物
で
昭
和　

年
１

５７

月
１
日
ま
で
に
竣
工
し
た
階
数

が
２
階
以
下
の
建
物

②
併
用
住
宅
に
お
い
て
は
、
居
住

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
が

あ
る
も
の

③
枠
組
壁
工
法
又
は
丸
太
組
工
法

に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
も
の
以

外
の
も
の

④
大
臣
等
の
特
別
な
認
定
を
得
た

工
法
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
も

の
以
外
の
も
の

※
プ
レ
ハ
ブ
、ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、

丸
太
組
工
法
、鉄
骨
等
を
含
む

混
構
造
の
住
宅
は
対
象
外
で

す
。

診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

　

町
内
に
居
住
し
、
対
象
と
な
る

住
宅
の
所
有
者
で
町
税
等
の
滞

納
が
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

診
断
費
用

　

個
人
負
担
金
と
し
て
３
千
円

（
１
棟
あ
た
り
）必
要
で
す
。

必
要
書
類

　

総
務
課
、
各
総
合
支
所
・
出
張

所
で
配
付
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

 

� 
８
９
３
―
１
１
１
３

　

吾
北
総
合
支
所
地
域
振
興
課

 

� 
８
６
７
―
２
３
１
４

　

本
川
総
合
支
所
住
民
課　

 

� 
８
６
９
―
２
１
１
２ 

水
道
管
の『
冬
じ
た
く
』 

を
お
忘
れ
な
く　
　
　

　

気
温
が
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
４
度
以

下
に
な
る
と
、水
道
管
の
水
が

凍
っ
た
り
、水
道
管
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。特
に
水
道
管

が
次
の
よ
う
な
所
に
あ
る
場
合

は
、防
寒
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
北
向
き
の
寒
い
所
に
あ
る
場
合

◎
日
照
時
間
の
短
い
所
に 
あ
る
場
合

◎
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る
場
合

　

こ
の
よ
う
な
所
に
あ
る
水
道
管

は
、
ご
家
庭
で
次
の
よ
う
な
�
防

寒
策
�
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
簡
単
な
凍
結
・
破
裂
防
止
法

　

手
近
に
あ
る
布
な
ど
を
露
出
し

て
い
る
水
道
管
に
巻
き
つ
け
て
保

温
し
、
さ
ら
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
な
ど
を
巻
き
つ
け
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
先
に
巻
き
つ
け
た
布

な
ど
の
防
寒
材
が
ぬ
れ
た
た
め
水

道
管
を
凍
ら
せ
破
裂
さ
せ
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
で
す
。

　

気
温
が
下
が
っ
て
、
凍
る
お
そ

れ
の
あ
る
時
は
水
を
少
し
ず
つ
出

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
水
道
管

が
破
裂
し
て
し
ま
っ
て
は
、
た
く

さ
ん
の
水
が
ム
ダ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
水
道
管
に
も
温
か
い
思

い
や
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

上
下
水
道
課

消火栓の位置を確認（鹿敷地区）

松岡助教授による講演（北内地区） 避難経路などを確認（北内地区）

鹿
敷
地
区
、北
内
地
区
で 

防
災
学
習
会 

学習会 

募　集 

木
造
住
宅
耐
震
診
断 

　
　
受
診
希
望
者
を
募
集 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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広報いの　12月号

�　ごみの収集 　
　可燃ごみの収集は、１２月３０日（土）に終了し、１月４日（木）から開始いたします。年末年始は大量のごみ
の排出が予想されます。ごみを出すときは、ルールを守り町指定ごみ袋に入れ、ごみ収集日程表で収集日程
を確認の上、きちんと分別して収集日当日の朝８時までにごみステーションに出してください。
（収集日前には出さないでください。）
�　各地区における年末年始の可燃ごみ収集日 　

�　し尿の収集 　
　し尿の収集については、１２月２８日（木）で終了し、１月４日（木）から開始します。
　年末年始は、し尿収集依頼件数も非常に多く、混み合うことが予想されますので、お早めに収集業者にご
相談くださるようお願いします。
�　ごみの出し方 　
　いの町では、可燃ごみ・資源ごみ・不燃ごみの指定袋に分け、収集日にそれぞれ品目ごとに分別し、地区
内の決められたごみステーションに出してください。
　ごみの分別及び収集指定日については、各家庭に配布している収集日程表で確認してください。
�　問い合わせ 　
　環境課　　　　　　　　　　　� ８９３－１１６０
　吾北総合支所ほけん福祉課　　� ８６７－２３１２
　本川総合支所ほけん福祉課　　� ８６９－２１１４

年 末年始の年始のごみ・し尿の収集  
　  ご確認くださいご確認ください  
年 末年始の年始のごみ・し尿の収集  
　  ご確認くださいご確認ください  
年 末年始のごみ・し尿の収集  
　  ご確認ください  
年 末年始のごみ・し尿の収集  
　  ご確認ください  

年始収集開始日年末収集最終日可燃ごみ収集地区

1月4日（木）12月28日（木）
1～13区、18～21区、23の2・3区、24，25区、26・27
区でＪＲから南の地区伊野地区

神谷・加田・鹿敷・小野・三瀬地区
1月5日（金）12月29日（金）14～17区、22区、23の1区、26・27区でＪＲから北の地区伊野地区
1月5日（金）12月29日（金）枝川地区
1月6日（土）12月30日（土）天王・八田・池ノ内・川内地区
1月8日（月）12月25日（月）中追地区
1月5日（金）12月29日（金）成山・蔭・横藪・峰槙地区
1月4日（木）12月28日（木）寺川・越裏門・長沢・大森・戸中地区
1月5日（金）12月29日（金）中野川・桑瀬・足谷・脇ノ山・高藪二区

※本川地区の寺川・越裏門・長沢・大森・戸中の不燃物収集日は1月10日（水）からになります。
※吾北地区の年末年始の収集は、別途回覧にてお知らせいたします。

今年から、年末・年始の池ノ内行き町営バスの運行が土・日・祝日ダイヤとなります。
ご利用に際しましてはご注意ください。（問い合わせ　企画課　� ８９３－５８５５）

■　すこやかセンター伊野行き
すこやか
センター
伊野　着

伊野
駅前中の谷八　田

天王　
ニュー
タウン

池ノ内
発

7：287：247：137：097：037：00
8：548：508：388：348：288：25
12：5312：4912：3812：3412：2812：25
15：2815：2415：1315：0915：0315：00

■　池ノ内（天王経由）行き

池ノ内
着

天王　
ニュー
タウン

八　田中の谷伊野
駅前

すこやか
センター
伊野　発

8：138：088：048：007：497：45
12：1812：1312：0912：0511：5411：50
14：4814：4314：3914：3514：2414：20
18：1818：1318：0918：0517：5417：50

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

池ノ内（天王経由）　～　すこやかセンター伊野線

12月29日～1月3日の間、池ノ内（天王経由）行き町営バスが
土・日・祝日ダイヤでの運行となります
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年 末年始のごみ・し尿の収集  
　  ご確認ください  
年 末年始のごみ・し尿の収集  
　  ご確認ください  

　

年
４
回
の
定
時
登
録
の
う
ち
、

　

月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
調
製

１２す
る
選
挙
人
名
簿
と
在
外
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
は
住
民
基
本
台
帳

を
も
と
に
、
在
外
選
挙
人
名
簿
は

本
人
の
申
請
に
よ
り
調
製
さ
れ
ま

す
。（
在
外
選
挙
人
名
簿
は
一
度

登
録
さ
れ
る
と
、
死
亡
・
転
出
・

帰
国
等
法
定
の
手
続
き
に
よ
り
抹

消
さ
れ
る
ま
で
永
久
的
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。）

　
期　

間

　
　

月
３
日（
日
）

１２

 

〜　

月
７
日（
木
）

１２

　
縦
覧
時
間

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

　
場　

所

　

選
挙
管
理
委
員
会
室

 

（
総
務
課
内
）

 

（
土
、
日
曜
日
は
宿
直
室
）

　

吾
北
総
合
支
所　

１
階
事
務
室

　

本
川
総
合
支
所　

１
階
事
務
室

　

登
録
対
象

選
挙
人
名
簿

　

昭
和　

年　

月
２
日
以
前
に
生

６１

１２

ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成　
１８

年
９
月
１
日
以
前
に
、
い
の
町

の
住
民
基
本
台
帳
で
登
録
さ

れ
、
平
成　

年　

月
１
日
現
在

１８

１２

も
引
き
続
き
、
い
の
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方

　
在
外
選
挙
人
名
簿

　

海
外
に
居
住
す
る
満　

歳
以
上

２０

の
日
本
国
民
で
、
現
住
所
を
管

轄
す
る
領
事
館
の
管
轄
区
域
内

に
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
住
所

を
有
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
平

成
６
年
５
月
１
日
以
降
に
、
い

の
町
か
ら
海
外
へ
転
出
し
た
方

又
は
本
籍
地
が
、
い
の
町
で
平

成
６
年
４
月　

日
以
前
に
海
外

３０

に
転
出
し
た
方

　

な
お
、
在
外
選
挙
人
名
簿
へ
の

登
録
に
は
、
本
人
か
ら
の
登
録

申
請
が
必
要
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会

 

� 
８
９
３
―
１
１
１
３

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
平
成　

年
１
月
１
日

１９

現
在
に
よ
る
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
の
調
製
を
行
い
ま
す
の

で
、
有
資
格
者
は
次
に
よ
り
、
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
の

で
、
前
年
度
に
提
出
さ
れ
て
い
る

方
も
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
の
配
布

　
　

月
広
報
と
と
も
に
各
区
長
さ

１２ん
宛
て
に
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
配
布

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

有
資
格
者

①
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
い

１９

の
町
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成　

年
３
月　

日
現
在
で
、

１９

３１

満　

歳
以
上
の
方

２０

③　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

１０耕
作
の
業
務
を
営
む
方
及
び
そ

の
方
の
同
居
の
親
族
の
配
偶
者

で
、
年
間
お
お
む
ね　

日
以
上

６０

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業

委
員
会
が
認
め
た
方

提
出
期
限

　

平
成　

年
１
月　

日（
水
）

１９

１０

　

※
法
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

農
業
委
員
会
が
申
請
書
を
受

理
す
る
期
限
で
す
。
必
ず
厳

守
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

い
の
町
農
業
委
員
会

 

（
産
業
建
設
課
内
）

 

� 
８
９
３
―
１
１
１
５

　

吾
北
分
室

 

（
吾
北
総
合
支
所
産
業
課
内
）

 

� 
８
６
７
―
２
３
１
３

　

本
川
分
室

 （
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
内
）

 

� 
８
６
９
―
２
１
１
５

募
集
学
科
・
定
員

　

生
産
技
術
科　

名
、
電
子
技
術

２０

課　

名
、
住
居
環
境
課　

名
、
情

２０

２０

報
技
術
課　

名
２０

応
募
資
格

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
３

月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
。）

願
書
受
け
付
け

　

平
成　

年
１
月　

日（
月
）

１９

２２

 

〜
１
月　

日（
水
）

３１

　
　

消
印
有
効

問
い
合
わ
せ

　

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校　

学
校
課

 
� 
０
８
７
７
―
２
４
―
６
２
５
５

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
平
成　

年　

月　

日
現
在

１８

１２

３１

で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、企
業
、大
学
な
ど
で
の
研
究
資

料
、小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な

ど
、広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
く

調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課

 

� 
８
９
３
―
５
８
５
５

　

高
知
県
企
画
振
興
部
統
計
課

 

（
経
済
統
計
グ
ル
ー
プ
）

 

� 
８
２
３
―
９
３
４
５

お知らせ

選
挙
人
名
簿
及
び

在
外
選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

お知らせ

農
業
委
員
会
委
員　

選
挙
人
名
簿
登
載　

申
請
を
お
忘
れ
な
く

お知らせ

四
国
職
業

　

能
力
開
発
大
学
校

平
成　

年
度
学
生
募
集

１９

お知らせ

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

　
工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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い の 町 財 政 事 情 の 公 表  

　町では，いの町財政事情説明書の作成及び公表に関する条例（平成16年いの
町条例第49号）に基づき、皆さまからいただいた税金や、国・県からの支出金、
町債などがどのように使われているのかを年2回公表しています。 
　今回は平成18年度の財政の概況及び平成17年度決算の状況をお知らせします。 

１　一般会計収支状況 （単位：千円・％）　

歳　　　　　　　　出歳　　　　　　　　入
執行率支出済額構成比予算現額区分収入率収入済額構成比予算現額区分

４９．３ ５８，３１１ ０．８ １１８，２２７１　議会費６８．６１，７８６，５２５１８．７ ２，６０２，５５２１　町税

５７．９ １，１５５，６０１ １４．３ １，９９４，８４６２　総務費４３．７１３９，７２７２．３ ３１９，５００２　地方譲与税

３０．４ ７５６，３４７ １７．９ ２，４８５，３８７３　民生費４９．１６，０８３０．１ １２，４００３　利子割交付金

３７．６ ４６２，５０８ ８．８ １，２３１，５７４４　衛生費５０．０３，５５００．１ ７，１００４　配当割交付金

１００．０ １３，０５０ ０．１ １３，０５６５　労働費０．３１９０．０ ６，０００５　株式等譲渡所得割交付金

２２．５ ２４９，９１８ ８．０ １，１１１，７２５６　農林水産業費５７．６１４１，９６６１．８ ２４６，３００６　地方消費税交付金

４８．１ ７０，０７１ １．０ １４５，７３２７　商工費２９．１１４，０５００．３ ４８，２００７　自動車取得税交付金

２６．０ ５４５，１７２ １５．１ ２，０９８，５５１８　土木費１００．０６７，９６８０．５ ６７，９６８８　地方特例交付金

３７．３ ２３７，２８９ ４．６ ６３６，４２８９　消防費６７．０３，０２５，７４５３２．４ ４，５１５，４５６９　地方交付税

３５．１ ４５２，７５６ ９．３ １，２９０，７０４１０　教育費０．０００．０ ４，０００１０　交通安全対策特別交付金

４７．２ ２４７，４９７ ３．８ ５２４，１２４１１　災害復旧費３９．８７２，８２６１．３ １８２，９２２１１　分担金及び負担金

３０．８ ６８７，２８３ １６．０ ２，２２９，１７４１２　公債費４１．５５９，７９３１．０ １４４，１９６１２　使用料及び手数料

０．０ ００．３ ３９，６７９１３　予備費１．８２１，３７０８．６ １，１９１，４２１１３　国庫支出金

３５．５ ４，９３５，８０３１００．０ １３，９１９，２０７合　計２０．２３０５，４４８１０．９ １，５１１，０２２１４　県支出金

５３．１１７，０６６０．２ ３２，１３２１５　財産収入

８０．０４０００．０ ５００１６　寄附金

８４．５８６７，９６３７．４ １，０２６，７４５１７　繰入金

１００．０２４８，６２４１．８ ２４８，６２４１８　繰越金

５６．６７３，２９１０．９ １２９，４６９１９　諸収入

０．００１１．７ １，６２２，７００２０　町債

４９．２６，８５２，４１４１００．０ １３，９１９，２０７合　計

第1　平成18年度財政の概況 平成１８年９月３０日現在

２　特別会計収支状況
 （単位：千円）　

支出済額収入済額予算現額会　計　名

０２４０７３５住宅新築資金等貸付事業特別会計

１，５１９１，２１８２１６，２９２水資源対策特別会計

１５，３６９２０５，５３８２９８，５６２墓地公園事業特別会計

１，２０８，９４１９９２，７７０３，１５３，６３６国民健康保険特別会計（事業勘定）

３４，９４６１５，２０２８３，２５０国民健康保険特別会計（直診勘定）

１，８１５，０２４１，４７９，４９２４，３４４，０５５老人保健特別会計

１，０２１，３８１１，０２５，９９１２，５１８，９７７介護保険特別会計

２５５，１８３１８８，７３６５６４，７０７特別養護老人ホーム特別会計

１８３，９１５３４，３８５５７５，８７１下水道事業特別会計

１５，９８６３，５４７３９，８２７農業集落排水事業特別会計

４８，４８６１２，８２１１６０，８３１簡易水道事業特別会計

（３）一時借入金
利　率（％）借入額（千円）借　入　先

－－－

３　財産、町債及び一時借入金の現在高
（１）財　産

数量・金額区　　　分

１１，１７５，７７４㎡土地

１７３，４３１㎡建物

３７１，３２７�物件（立木）

１０，０５０千円有価証券

６９９，８８５千円出資による権利

３４９，５６３千円債権

６，５６２，６８４千円基金

（２）町　債
残　　高会　計　名

１４，４３０，２４８千円一般会計

２，８００千円住宅新築資金等貸付事業特別会計

４５６，６００千円墓地公園事業特別会計

５１，０６０千円国民健康保険特別会計（直診勘定）

３，１８３，２４６千円下水道事業特別会計

５２０，４６４千円農業集落排水事業特別会計

１，１９６，７２７千円簡易水道事業特別会計
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４　一般会計における住民１人あたりの町税負担額
　　　▼人口は平成１８年９月３０日現在の２８，１１９人で算出しています。

１人あたり現年課税調定額区　　　分１人あたり現年課税調定額区　　　分

２，２９８円６４，６１５千円た　ば　こ　税３３，８３３円９５１，３５２千円町　民　税

７４円２，０８８千円入　湯　税５１，２３６円１，４４０，７１５千円固定資産税

１６円４３２千円水利地益税１，９９９円５６，２０５千円軽自動車税

８９，４５６円２，５１５，４０７千円合　　　計

第2　平成17年度決算の状況

１　一般会計収支状況
（１）歳　入 （単位：千円・％）　

収入済割合
（対調定額）

収入済割合
（対予算現額）不納欠損収入済額調定額予算現額区　　　分

９６．２ １０１．３ ３，３３５２，６９３，７２９２，８００，５９７２，６５８，７４７１　町税

１００．０ １００．０ ０２４７，４４１２４７，４４１２４７，４４１２　地方譲与税

１００．０ １００．０ ０１８，１２４１８，１２４１８，１２４３　利子割交付金

１００．０ １００．０ ０６，３０２６，３０２６，３０２４　配当割交付金

１００．０ １００．０ ０８，９０３８，９０３８，９０３５　株式等譲渡所得割交付金

１００．０ １００．０ ０２４２，３７０２４２，３７０２４２，３７０６　地方消費税交付金

１００．０ １００．０ ０４８，７５５４８，７５５４８，７５５７　自動車取得税交付金

１００．０ １００．０ ０９４，８５５９４，８５５９４，８５５８　地方特例交付金

１００．０ １００．０ ０４，９３２，０７３４，９３２，０７３４，９３２，０７３９　地方交付税

１００．０ １００．０ ０３，９００３，９００３，９００１０　交通安全対策特別交付金

９４．６ １００．２ ２１１８４，７５１１９５，２０１１８４，４３０１１　分担金及び負担金

９８．５ １０２．２ ０１４６，５６０１４８，７７６１４３，３６５１２　使用料及び手数料

１００．０ ８３．５ ０１，３１６，８１０１，３１６，８１０１，５７７，８９０１３　国庫支出金

１００．０ ８１．９ ０１，５００，５３０１，５００，５３０１，８３３，１２４１４　県支出金

９３．５ １０９．５ ０４７，７４１５１，０５６４３，６１３１５　財産収入

１００．０ ９８．２ ０４，２７８４，２７８４，３５８１６　寄附金

１００．０ ９９．９ ０８１４，４８９８１４，４８９８１４，９１０１７　繰入金

１００．０ １００．０ ０２４３，３２７２４３，３２７２４３，３２６１８　繰越金

９９．８ １０４．２ ０１４９，９０５１５０，１５０１４３，９１９１９　諸収入

１００．０ ８４．０ ０１，３１３，０００１，３１３，０００１，５６３，０００２０　町債

９９．１ ９４．６ ３，３５６１４，０１７，８４３１４，１４０，９３７１４，８１３，４０５合　　計

（２）歳　出 （単位：千円・％）　

支出割合不用額翌年度繰越事業費支出済額予算現額区　　　分

９９．６４７７０１３０，７２６１３１，２０３１　議会費

９９．６１０，７１８０２，３７４，３１２２，３８５，０３０２　総務費

９８．８２９，１１５０２，４８５，６３３２，５１４，７４８３　民生費

９４．９６１，２２５０１，１３９，６２９１，２００，８５４４　衛生費

１００．０６０１４，０５０１４，０５６５　労働費

８０．４７，１１６２２６，１２９９５５，５０２１，１８８，７４７６　農林水産業費

９７．１１，８９２８，０００３３６，４７４３４６，３６６７　商工費

８３．６９，４７９３３７，６９１１，７６５，７６５２，１１２，９３５８　土木費

９９．４２，８２５０４８１，６６７４８４，４９２９　消防費

９４．０１９，０４５４７，４２６１，０３９，９６１１，１０６，４３２１０　教育費

６６．７８，７４２３８４，０６１７８６，０３０１，１７８，８３３１１　災害復旧費

１００．０１０２，１４９，４７０２，１４９，４７１１２　公債費

０．０２３８００２３８１３　予備費

９２．２１５０，８７９１，００３，３０７１３，６５９，２１９１４，８１３，４０５合　　計
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３　特別会計収支状況 （単位：千円）　

支出済額収入済額予算現額会　計　名

７３３７３６７３４住宅新築資金等貸付事業特別会計

１２１，９９３１２３，０７０１２３，０７０水資源対策特別会計

２９０，５２３２９０，５６５３１１，０８４墓地公園事業特別会計

２３，１５９２３，１５９２３，９０９訪問看護事業特別会計

２，７３８，２３２２，８２８，１５０２，８０７，５２４国民健康保険特別会計（事業勘定）

７５，１９４７５，７５４７５，６４７国民健康保険特別会計（直診勘定）

４，２８３，９９１４，２３９，５６６４，３９３，４２３老人保健特別会計

２，４２４，６９０２，４７５，２４０２，４７８，２０９介護保険特別会計

５５３，０９７５５８，９１２５６１，７５６特別養護老人ホーム特別会計

４６１，９８１４７０，７８３５４３，１４３下水道事業特別会計

３６，４７９３６，４８５３７，０５７農業集落排水事業特別会計

２０６，８１７２０６，９３４２０８，９２１簡易水道事業特別会計

注　老人保健特別会計については、翌年度歳入繰上充用金で歳
入不足を補てんしました。

140140億 
1,7841,784万3千円千円 

136136億 
5,9215,921万9千円千円 

140億 
1,784万3千円 

136億 
5,921万9千円 

町税 
（19.2%） 

26億9,372万9千円 

総務費 
（17.4%） 
23億7,431万 
2千円 

衛生費 
（8.3%） 
11億3,962万 
9千円 

労働費 
（0.1%） 
1,405万円 

農林水産業費 
（7.0%） 

9億5,550万2千円 

土木費 
（12.9%） 

17億6,576万5千円 

民生費 
（18.2%） 
24億8.563万 
3千円 

諸収入・使用料・その他 
（16.1%） 

22億6,170万1千円 

国・県支出金 
（20.1%） 

28億1,734万円 

町債 
（9.4%） 

13億1,300万円 

地方交付税 
（35.2%） 
49億3,207万 
3千円 

議会費（1.0%） 
1億3,072万6千円 

消防費 
（3.5%） 

4億8,166万7千円 

商工費 
（2.5%） 

3億3,647万4千円 

公債費 
（15.7%） 

21億4,947万円 

災害復旧費 
（5.8%） 

7億8,603万円 

教育費 
（7.6%） 
10億3,996万 
1千円 

歳 入 決 算 額  歳 出 決 算 額  

（３）一般会計歳入歳出構成比

２　一般会計における住民１人あたりの町税負担額及び支出額
（１）１人あたりの町税負担額 ▼人口は平成１８年３月３１日現在の２８，２７８人で算出しています。　

１人あたり現年課税調定額区　　　分１人あたり現年課税調定額区　　　分

４，５９１円１２９，８１８千円たばこ税３５，９６７円１，０１７，０６７千円町民税

１４円４０９千円水利地益税５２，５２６円１，４８５，３３１千円固定資産税

９５，０３０円２，６８７，２７２千円合　　計１，９３２円５４，６４７千円軽自動車税

（２）１人あたりの支出額 ▼人口は平成１８年３月３１日現在の２８，２７８人で算出しています。　

２７，７９６円災害復旧費６２，４４３円土木費４０，３０１円衛生費４，６２３円議会費

７６，０１２円公債費１７，０３３円消防費３３，７９０円農林水産
業費８３，９６３円総務費

１人あたりの支出合計額
４８３，０３３円３６，７７６円教育費１２，３９６円労働費・

商工費８７，９００円民生費

（３）一時借入金
利　率（％）借入額（千円）借　入　先

－－－

４　財産、町債及び一時借入金の現在高
（１）財　産

数量・金額区　　　分

１１，１７５，４６８㎡土地

１７３，４３１㎡建物

３６５，６８８�物件（立木）

１０，０５０千円有価証券

６９９，８８５千円出資による権利

３８０，３６６千円債権

６，４４９，０７１千円基金

（２）町　債
残　　高会　計　名

１５，０１７，５１２千円一般会計

２，８００千円住宅新築資金等貸付事業特別会計

４４２，０００千円墓地公園事業特別会計

５３，２３５千円国民健康保険特別会計（直診勘定）

３，２５２，８２１千円下水道事業特別会計

５２７，３４４千円農業集落排水事業特別会計

１，２２０，０１０千円簡易水道事業特別会計
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140億 
1,784万3千円 

136億 
5,921万9千円 

種 　 　 目  

資 　 　 格  

受 　 　 付  

1 次 試 験  

2 次 試 験  

 

内 容  

自衛隊生徒 

中学校卒業（見込み含む）で17歳未満の男子 

18年11月1日～19年1月9日 

19年1月13日 

19年1月26日～29日 

4年間で自衛隊のハイテク装備を扱うエンジニアを養成する学校です。陸・海・空
曹候補者である自衛官（特別職国家公務員）として採用され、入校（隊）と同時に
高等学校（通信制）へ入学し、高等学校学習指導要領に準じた一般教養の教育
を受け、3年終了時には高校卒業資格が得られます。 

　問い合わせ　自衛隊高知募集案内所　　 823‐2006

自衛隊生徒 
募集要項 

入　札　結　果　の　お　知　ら　せ　（平成18年7月～10月）
落　札　業　者落札金額（円）工　　　事　　　名入　札　日

株式会社筒井建設２１，２１０，０００（吾建第１３号）
平成１８年度　農村振興総合整備統合補助事業　集落道松ノ木馬路線（１工区）新設工事８月１日

有限会社伊東組２１，２１０，０００（吾建第１４号）
平成１８年度　農村振興総合整備統合補助事業　集落道松ノ木馬路線（２工区）新設工事８月１日

有限会社岡林土建３１，７１０，０００（吾建第１５号）
平成１８年度　基盤整備促進事業　農道野口山線新設工事８月１日

四国水道工業株式会社１７，２２０，０００（吾建第１１号）
平成１８年度　高岩簡易水道新設工事（１工区）８月１日

四国水道工業株式会社１７，４３０，０００（吾建第１２号）
平成１８年度　高岩簡易水道新設工事（２工区）８月１日

株式会社勝賀瀬土建３４，４４０，０００（１８下水都第１号）
平成１８年度枝川第１都市下水路築造工事８月８日

有限会社森木組２０，１６０，０００（１８下水都第３号）
平成１８年度町道諸枝是友線雨水幹線改良工事８月８日

有限会社土居建設３０，９７５，０００（１８林災第１号）
平成１８年度　林道寒風大座礼西線（４月豪雨（４．１０～４．１１）・１号箇所）（１８年発生）災害復旧工事８月２２日

株式会社隅田建設２１，８４０，０００（１８産工第２１号）
平成１８年度林道中追西線新設工事８月２５日

有限会社諏訪建設１１，９１７，５００（１８下水公第４号）
平成１８年度駅前地区汚水管布設工事その１８月３０日

ミタニ・四国ネット特
定建設工事共同企業体１１７，６００，０００（吾教第１５号）

平成１８年度吾北地区学校給食施設建設工事（建築主体工事）９月１日

泉電機株式会社３２，５５０，０００（吾教第１６号）
平成１８年度吾北地区学校給食施設建設工事（電気設備工事）９月１日

有限会社池澤設備３８，０１０，０００（吾教第１７号）
平成１８年度吾北地区学校給食施設建設工事（機械設備工事）９月１日

国友商事株式会社２５，９３５，０００（吾建第１６号）
平成１８年度　森林管理道開設事業約束田線新設工事９月７日

有限会社松尾建設２４，７８０，０００（吾建第１７号）
平成１８年度　森林管理道開設事業カゲ野線新設工事９月７日

有限会社岡林土建１０，１８５，０００（吾建第２０号）
平成１８年度　農村振興総合整備統合補助事業　柿奈路新設工事９月７日

井上重機建設株式会社２６，４６０，０００（道交第２－４－４５－１号）
平成１８年度町道南谷線道路改良工事９月１５日

株式会社四国ネット１８，７４２，５００（吾建第９号）
平成１８年度　町道十田線道整備交付金工事９月２０日

大洋建設株式会社４６，７２５，０００（吾建第２２号）
平成１８年度　町道西川線（中平工区）地方道路交付金工事（道交第２－４－６６号）９月２０日

ミタニ建設工業株式会
社１２，９１５，０００（吾建第１８号）

平成１８年度林道土居柳野線舗装工事９月２６日

大洋建設株式会社１３，４９２，５００（い吾特第２号）
平成１８年度特別養護老人ホーム吾北荘改修工事９月２６日

有限会社八代舗装１２，９６７，５００（１８い本舗第１号）
平成１８年度林道笹谷線舗装工事９月２６日

株式会社隅田建設１０，３９５，０００（１７災第１１０５号）
平成１８年度普通河川北谷川河川災害復旧工事１０月４日

有限会社森木組１１，６５５，０００（１８建第１２３号）
平成１８年度町道東風向土居線道路改良工事（その２）１０月４日

有限会社土居建工２１，８４０，０００（１８総第７号）
平成１８年度北山・駅東集会所（建築主体）整備事業１０月１０日

香長建設株式会社２９，４００，０００（道整第１８－５号）
平成１８年度　町道寺川線舗装工事１０月１３日
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万
８
千
円

医
業
外
収
益

 

４
２
２
万
３
千
円

介
護
療
養
型
医
療
施
設
事
業
収
益

 

１
億
７
３
５
万
３
千
円

老
健
施
設
事
業
収
益

 

１
億
７,　
３
２
５
万
４
千
円

居
宅
介
護
事
業
収
益

 

２,　
９
９
５
万
１
千
円

居
宅
介
護
支
援
事
業
収
益

 

５
９
７
万
６
千
円

訪
問
看
護
事
業
収
益

 

１,　
８
３
９
万
３
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
事
業
費
用
は
８
億

３,　
９
２
１
万
円（
対
前
年
比
１.

５
％
減
）
で
、
主
な
内
容
は
、

医
業
費
用

 

５
億
２,　
４
６
６
万
２
千
円

医
業
外
費
用

 

９
３
０
万
１
千
円

介
護
療
養
型
医
療
施
設
事
業
費
用

 

６,　
９
０
３
万
８
千
円

老
健
施
設
事
業
費
用

 

１
億
９,　
８
９
０
万
１
千
円

居
宅
介
護
事
業
費
用

 

２,　
０
０
１
万
９
千
円

居
宅
介
護
支
援
事
業
費
用

 

７
０
４
万
３
千
円

訪
問
看
護
事
業
費
用

 

１,　
０
２
４
万
６
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
理
の
状
況
は
別
表
１
の
と
お

り
で
す
。

別表1　いの町病院事業会計試算表
 平成18年9月30日現在（単位：円）

貸　方　残　高勘　定　科　目借　方　残　高
１，５３１，４１８，３７３資産の部３，６３５，３６５，０４４

 有形固定資産２，８７１，８７５，１８９
１，５３１，４１８，３７３ 減価償却累計額

 無形固定資産７４７，８６８
 投資５，０００
 流動資産７６２，７３６，９８７

１６，８３３，５７４負債の部
１２，００９，７５４ 未払金
４，８２３，８２０ その他の流動負債

２，３３２，４９０，９５３資本の部１８９，３７６，３６０
１，５７１，２２９，６７１ 自己資本金
６２３，０６６，１１６ 借入資本金
１０３，０９５，１６６ 資本剰余金
３５，１００，０００ 利益剰余金

 欠損金１８９，３７６，３６０
７８３，２０８，５９３収益の部
４４４，０５８，４０５ 医業収益
４，２２２，９９５ 医業外収益
１０７，３５２，８８６ 介護療養型医療施設事業収益
１７３，２５４，１５３ 介護老健施設事業収益
２９，９５０，９５８ 居宅介護事業収益
５，９７６，４５０ 居宅介護支援事業収益
１８，３９２，７４６ 訪問看護事業収益

費用の部８３９，２１０，０８９
 医業費用５２４，６６２，３８３
 医業外費用９，３００，９９４
 介護療養型医療施設事業費用６９，０３７，７１１
 介護老健施設事業費用１９８,９０１,０７１
 居宅介護事業費用２０，０１９，３９６
 居宅介護支援事業費用７，０４２，９４６
 訪問看護事業費用１０，２４５，５８８

４,６６３,９５１,４９３合　　計４，６６３，９５１，４９３



広報いの　12月号
１１

別表２　いの町病院事業比較表 
増　減１６年度１７年度区　分

△　２，４０４　人４２，９３８　人４０，５３４　人入院患者数
４２５　人５１，３２４　人５１，７４９　人外来患者数
４１４　人２９，１４４　人２９，５５８　人入所者数
６５８　人４，７７０　人５，４２８　人通所者数

△　２９　人１，３０９　人１，２８０　人居宅利用者数
△　２２　件１６７　件１４５　件在宅利用者数

別表３　平成１７年度いの町病院事業損益計算書
（単位：円）

１,６０３,７４９,２２９１.営業収益
６１４,８０５,５８１（１）入院収益
２８２,６５４,１４２（２）外来収益
５３,０７１,５６９（３）その他病院医業収益
２３５,３７７,９５４（４）介護療養型医療施設事業収益
３４８,１５９,２１９（５）介護老健施設事業収益
５５,４６５,２６４（６）居宅介護事業収益
１０,９７５,０００（７）居宅介護支援事業収益
３,２４０,５００（８）在宅介護支援事業収益

１,７５９,４０８,９５２２.営業費用
１,１３０,７３９,３９４（１）病院経営費
５８,７１４,３３４（２）減価償却費
５０,４５２（３）資産減耗費

１,４５０,８７４（４）研究研修費
１３７,３２８,６２３（５）介護療養型医療施設事業費
３７１,４８２,７２０（６）介護老健施設事業費
３８,０８２,１６２（７）居宅介護事業費
１５,７９３,２９１（８）居宅介護支援事業費
５,７６７,１０２（９）在宅介護支援事業費

１３０,５９２,１２３３.営業外収益
９,８２３,２６８４.特別利益
４８,５７２,８７８５.営業外費用
６,１１３,３７８６.特別損失

△　６９,９３０,５８８当年度純損失

別表４　平成１７年度いの町病院事業貸借対照表
（単位：円）

金　額科　　　目
２,２１５,１５８,４０９（資産の部）

１,３２５,６０６,３９３　有形固定資産
２５７,６６６,５０４　土地
９８４,３６７,５８２　建物及び構築物
８３,５７２,３０７　医療器械及び備品
７４７,８６８　無形固定資産
５,０００　投資

８８８,７９９,１４８　流動資産
３９９,６９４,３５８　現金預金
４５９,８９５,５３９　未収金
２９,２０９,２５１　貯蔵品

２,２１５,１５８,４０９資　産　合　計

４９,４６２,８１８（負債の部）

４９,４６２,８１８　流動負債
２,１６５,６９５,５９１（資本の部）

２,２１６,８７６,７８５　資本金
１,５７１,２２９,６７１　　自己資本金
６４５,６４７,１１４　　借入資本金

△　５１,１８１,１９４　剰余金
１０３,０９５,１６６　　資本剰余金

△　１５４,２７６,３６０　　利益剰余金

２,２１５,１５８,４０９負債・資本合計

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
―　関　係　相　談　窓　口　―

088‐823‐9110（＃9110）警察総合相談電話

088‐871‐0110県民の１１０番

088‐871‐3110ハイテク犯罪相談電話

088‐822‐0809ヤングテレホンコーナー

088‐825‐0110いじめ相談電話

088‐823‐4093覚せい剤相談電話

088‐824‐4000悪質商法１１０番

088‐822‐1074銃器１１０番

088‐884‐9595鉄道よろず相談１１０番

088‐873‐0110レディースダイヤル110番

088‐823‐0110暴力相談電話

088‐875‐6111暴走族相談電話

088‐872‐1777交通規則相談電話

http://www.i-kochi.or.jp/hp/kenkei/高知県警察のホームページ

　

１
１
０
番
は
、
あ
な
た
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守

る
電
話
で
す
。
緊
急
の
事
件
・
自
己
に
関
す
る
情
報
は
、

た
め
ら
わ
ず
積
極
的
に
１
１
０
番
し
て
く
だ
さ
い
。

　

急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
・
苦
情
や
各
種
照
会
等

に
つ
い
て
は
、
＃
９
１
１
０
又
は
関
係
相
談
窓
口
電
話

等
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「
１
１
０
番　

地
域
を
守
る　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」 

「
知
っ
て
ま
す
か
？　

警
察
相
談　

＃
９
１
１
０
」

　

１
１
０
番
を
か
け
る
と
き
は
落
ち
着
い
て
、大
事
な
こ

と
を
漏
ら
さ
ず
に
、分
か
り
や
す
く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

＝　
平
成　

年
度 

１７決
算
の
状
況　
＝

　

経
営
状
況
で
は
、
事
業
収
益　
１７

億
４,　
４
１
６
万
５
千
円
、
費
用

　

億
１,　
４
０
９
万
５
千
円
、
純

１８損
失
６,　
９
９
３
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

経
理
の
状
況
等
は
別
表
２
・
３
・

４
の
と
お
り
で
す
。

い
の
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
1
月

日

1
月　

日
はは

１０１０
1
1
0
番
の
日

1
1
0
番
の
日
で
す
。

で
す
。



１２
広報いの　12月号

１
、
申
告
し
て
い
た
だ
く
方

　

い
の
町
内
に
事
業
用
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方（
法
人
、個
人

等
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
。）は
毎
年

１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
当
該
償

却
資
産
を
地
方
税
法
の
定
め
に
よ

り
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
２
、
申
告
方
法

�
平
成　

年
度
に
申
告
さ
れ
た
方

１８

　

平
成　

年　

月
上
旬
ま
で
に
申

１８

１２

告
の
案
内
等
を
送
付
し
ま
す
。

�
平
成　

年
度
初
め
て
申
告
さ
れ

１９

る
方

　

申
告
書
等
の
送
付
先
を
下
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
３
、
申
告
期
限

　

平
成　

年
度
の
償
却
資
産
の
申

１９

告
期
限
は
平
成　

年
１
月　

日
で

１９

３１

す
が
、
事
務
処
理
の
都
合
上
１
月

　

日（
火
）ま
で
に
申
告
く
だ
さ
る

１６よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
、
償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な

ど
を
経
営
し
て
い
る
方
や
、
駐
車

場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け

て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め

に
用
い
て
い
る
構
築
物
・
機
械
・

工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
固
定

資
産
を
償
却
資
産
と
い
い
、
土

地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
�
対
象
と
な
る
も
の
�

�
耐
用
年
数
１
年
以
上
で
取
得
価

額
又
は
製
作
価
額
が　

万
円
以

１０

上
の
資
産

�
法
人
に
あ
っ
て
は
、
�
の
価
額

未
満
で
あ
っ
て
も
、
固
定
資
産

と
し
て
計
上
し
て
い
る
資
産

※
取
得
価
額　

万
円
未
満
の
資
産

２０

で
３
年
間
で
一
括
償
却
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
企
業
会
計
上
簿
外
資
産
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
資
産
で

あ
っ
て
も
事
業
の
用
に
供
し
て

い
る
資
産

�
企
業
会
計
上
建
設
仮
勘
定
で
経

理
さ
れ
て
い
る
資
産
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
一
部
又
は
全
部
が
１

月
１
日
現
在
事
業
の
用
に
供
し

て
い
る
資
産

�
耐
用
年
数
を
経
過
し
、
法
定
の

減
価
償
却
を
終
え
た
資
産
で

あ
っ
て
も
、
事
業
の
用
に
供
し

て
い
る
資
産

�
資
産
の
所
有
者
が
他
の
者
に
貸

し
付
け
て
事
業
の
用
に
供
さ
れ

て
い
る
資
産

�
割
賦
購
入
資
産
で
割
賦
金
の
完

済
し
て
い
な
い
資
産
で
あ
っ
て

も
、
す
で
に
事
業
の
用
に
供
し

て
い
る
資
産

�
遊
休
資
産
、
未
稼
働
資
産
で

あ
っ
て
も
、
１
月
１
日
現
在
に

お
い
て
事
業
の
用
に
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
状
態
に
あ
る
資
産

�
社
宅
用
・
宿
舎
用
・
寮
用
の
償
却

資
産
で
減
価
償
却
で
き
る
資
産

�
償
却
資
産
の
価
値
を
増
加
さ
せ

る
た
め
の
費
用
は
、
改
良
費
と

し
て
本
体
と
は
別
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

�
テ
ナ
ン
ト
が
取
り
付
け
た
建
物

附
属
設
備
に
つ
い
て
ビ
ル
な
ど

を
借
り
受
け
て
事
業
を
さ
れ
て

い
る
方
が
、ご
自
分
の
費
用
で

内
装
、電
気
、給
排
水
、ガ
ス
、空

調
設
備
な
ど
を
施
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、そ
れ
ら
の
資
産
に
つ

い
て
テ
ナ
ン
ト
か
ら
償
却
資
産

と
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
�
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
�

�
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る

自
動
車
、
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
と
な
る
原
動
機
付
自
転

車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自

動
車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
工
場
構
内
な
ど
で
使
用
す
る

無
登
録
自
動
車
を
含
む
。）

�
馬
、
牛
、
果
樹
、
そ
の
他
の
生

物
（
鑑
賞
用
植
物
は
除
く
。）

�
無
形
固
定
資
産（
電
話
加
入
権
、

特
許
権
、
実
用
新
案
権
な
ど
）

　

提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

　
　

〒
７
８
１
―
２
１
９
２

　
　

い
の
町
１
７
０
０
―
１

 

� 
８
９
３
―
１
１
１
８

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
課

　
　

〒
７
８
１
―
２
４
９
２

　
　

い
の
町
上
八
川
甲
１
９
３
４

 

� 
８
６
７
―
２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
課

　
　

〒
７
８
１
―
２
６
０
１

　
　

い
の
町
長
沢　

―　
１２３

１２

 

� 
８
６
９
―
２
１
１
２

平
成
19
年
度 

税
務
課
だ
よ
り 償

却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て 



広報いの　12月号
１３

業種別の課税対象償却資産の例示
駐車場設備、受変電設備、舗装路面、庭園、門、塀、外構、外灯、ネオンサイン、広
告塔、中央監視制御装置、看板、簡易間仕切、応接セット、ロッカー、キャビネット、
エアコン、パソコン、コピー機、レジスター、金庫等

各業種共通のもの

商品陳列ケース、陳列棚、陳列台、自動販売機、冷蔵庫、冷凍庫等小売店

接客用家具・備品、自動販売機、厨房設備、カラオケセット、テレビ、放送設備、冷
蔵庫・冷凍庫等

飲食店

理・美容椅子、洗面設備、タオル蒸器、テレビ等理容業、美容業

洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ビニール包装設備、看板等クリーニング業

窯、オーブン、スライサー、あん錬機、ミキサー、厨房設備、ビニール包装機等製パン業、製菓

各種医療機器（ベッド、手術台、Ｘ線装置、分娩台、心電計、電気血圧計、保育器、
脳滅則定器、ＣＴスキャン）、各種キャビネット等

医院、歯科医院

柵、照明等の電気設備、駐車装置（機械設備、ターンテーブル）等駐車場事業

受変電設備、旋盤、ボール盤、プレス機、看板、金型、洗浄給水設備、構内舗装、溶
接機、貯水設備、福利厚生設備等

工場

ステレオ、ガスレンジ、洗濯設備、ボイラー、自動食器洗浄器、製氷器、エレクトー
ン等の楽器、ミラーボール、放送設備等

旅館、ホテル、バー、喫茶、
軽食

パチンコ台、パチスロ台、ゲームマシーン、両替機、玉貸機、還元機等パチンコ店、ゲームセンター

各種印刷機、活字盤鋳造機、裁断機等印刷業

ブロックゲージ、トランスショッパー、ポンプ、ポータブル発電機、ブルドーザー、
パワーショベル、コンクリートカッター、ミキサー等

建設業

プレス、スチームクリーナー、オートリフト、テスター、オイルチェンジャー、充電器、
洗車機、コンプレッサー、卓上ボール盤、ジャッキ、溶接機、地下槽、ガソリン計量
器、地下タンク、照明設備、自動販売機、独立キャノピー等

自動車整備業
ガソリン販売業

帯鋸、糸鋸、丸鋸機、大エスライス盤、カンナ機、研磨盤等木工業

旋盤、ボール盤、スライス盤、研削盤、鋸盤、プレス機、剪断機、溶接機、グラインダー等鉄工業

冷凍・冷蔵設備、冷凍・冷蔵ケース、肉切機、ミンチ機等食肉販売業

カラオケセット、接客用家具、照明設備等カラオケボックス

　

固
定
資
産
税（
家
屋
）は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
に
、
所
有
し
て
い

る
人
に
お
納
め
い
た
だ
く
税
金
で

す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
や

未
登
記
家
屋
を
売
買
し
た
場
合

は
、
ご
面
倒
で
す
が
固
定
資
産
税

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡

い
た
だ
か
な
い
と
翌
年
度
以
降
も

課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
取
り
壊
し
完
了
日
が
１

月
１
日
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
年
の

固
定
資
産
税
は
お
支
払
い
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成　

年
１
月
２
日
か

１８

ら
平
成　

年
１
月
１
日
ま
で
に
家

１９

屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
る

と
、
国
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価

基
準
に
基
づ
い
て
評
価
を
行
い
、

平
成　

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
を

１９

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）
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ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

を
利
用
す
る
と
こ
ん
な
こ
と
が
大

変
便
利
で
す
。

　
①
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
・
税
理
士
事

務
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
告
が
で
き
ま
す
。

　
　

所
得
税
・
法
人
税
・
消
費
税
・

酒
税
及
び
印
紙
税

②
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
等
で
納
税
が
で
き
ま

す
。

　
　

源
泉
所
得
税
の
毎
月
納
付
分

な
ど
に
大
変
便
利

③
申
請
・
届
出
等
が
で
き
ま
す
。

　
　

青
色
申
告
承
認
申
請
・
納
税

地
異
動
届
出
・
電
子
納
税
証

明
書
交
付
請
求
・
法
定
調
書

提
出
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
最
新
情
報
や
ご

利
用
に
当
た
っ
て
の
手
続
き
等
に

つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

（        
 
 
                
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お知らせ

家
屋
の
取
り
壊
し

及
び
未
登
記
家
屋
の

売
買
に
つ
い
て

お知らせ

申
告
も
納
税
も
パ
ソ
コ
ン
で
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

か
ん
た
ん
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
！



広報いの　12月号
１４

　申告所得税、個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告期限及び納期限は、
　　平成１８年分申告所得税の確定申告　　平成１９年３月１５日（木）
　　平成１８年分個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告　　平成１９年４月２日（月）
　納期限は、申告期限と同日です。
　早期から計画的に納税資金の準備をお願いします。

　振替納税のメリットは、
　①指定した金融機関の口座から自動的に振り替えて税金を納付する制度ですので、うっかり納期限を

忘れることがありません。（振替日の前日までには残高の確認をお願いします。）
　②納税のために現金を持ち歩く必要もないので、安全で便利です。
　③振替納税のご利用については、税務署に用意してある「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」

に必要事項を記入の上、ご利用される金融機関の口座の届出印を押印し、税務署又はご利用される
金融機関に提出していただくだけです。

　　なお、一度提出していただければ以後の納税についても継続してご利用になれます。
　　「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」の様式については、国税庁のホームページ

（http://www.nta.go.jp）からダウンロードすることもできます。
　　※振替納税をご利用の方の振替日は、平成１９年２月ごろに庁のホームページでお知らせします。

　その他の納税方法としては、
　①納付書を利用して最寄りの金融機関の窓口又は所轄の税務署での納付
　②インターネットバンキング等を利用して納付する電子納税
　　（国税電子申告・納税システムホームページアドレス【http://www.e-tax.nta.go.jp】）があります。
　　振替納税の手続きや納税等でご不明な点がありましたら、最寄りの税務署へお尋ねください。

　もし、本税を期限内に納付できなかった場合は、延滞税を併せて納付しなければならないだけでなく、
財産差押え等の滞納処分を受ける場合もあります。
　早急に最寄りの金融機関で納付を済ませるか、納付できない事情がある場合には、お早めに所轄の税
務署にご相談ください。

申告期限及び納期限について1

振替納税について～納税には安全・便利な振替納税をお勧めします。～2

その他の納税方法について3

期限内に納付できなかった場合は？4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
普
及
啓
発
・
高
齢
者

社
会
参
加
促
進
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、　

月
１０

　

日（
土
）９
時
か
ら
２
時
間

２１半
に
わ
た
り
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
さ
ま

が
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊

野
の
立
木
を
、
剪
定
等
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。　

名
の

５０

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

施
設
周
辺
が
す
っ
き
り
、
見

違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

 

福
祉
課

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お　

礼

確定申告は伊野税務署までお願いします



広報いの　12月号
１５

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的

人
権
及
び
自
由
を
遵
守
し
確
保
す

る
た
め
に
、
１
９
４
８
年　

月　
１２

１０

日
、
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
記
念
し

て
採
択
日
の　

月　

日
を
「
人
権

１２

１０

デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、「
人
権
デ
ー
」
を
最

終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
拉
致
問
題
そ
の
他
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
本

年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま

１２

１０

１２

１６

で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
と
定
め
、
拉
致
問
題
や

人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
の
関
心

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
訴
え
て
い
ま
す
。

　

高
知
地
方
法
務
局
で
は
、「
特

設
人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
、
児

童
虐
待
・
い
じ
め
・
体
罰
な
ど
子

ど
も
に
関
す
る
問
題
、
Ｄ
Ｖ
・
セ

ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
人
権
に
関
す
る
問

題
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
関
す
る

問
題
等
、
無
料
、
秘
密
厳
守
で
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所

　
　

月
４
日（
月
）　　

時
〜　

時

１２

１０

１５

　

伊
野
公
民
館

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い

よ
う
に
絶
え
ず
見
守
り
、
も
し
、

人
権
が
侵
さ
れ
た
と
き
に
は
法
務

局
と
連
携
し
て
、
救
済
の
た
め
の

適
切
な
措
置
を
採
る
と
と
も
に
、

人
権
尊
重
思
想
を
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
の
活
動
を
す
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社

会
な
ど
で
の
困
り
ご
と
や
悩
み
ご

と
は
、
お
気
軽
に
人
権
擁
護
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
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�人権擁護委員無料相談のご案内

開　催　場　所相談時間今月の相談日地区

伊 野 公 民 館１０時～１５時１２月２０日（水）伊野

�人権擁護委員の連絡先

電話番号住　　所氏　名

８９２－２５１３いの町６４６６－５杉本　寛子

８９２－１６６０　〃　神谷８７１尾闢　千秋

８９１－５４４３　〃　天王南３丁目９－１西川田鶴子

８９３－１７６９　〃　枝川２８１９楠瀬　博邦

８９２－３６３５　〃　波川６１０－３高瀬　科子

８６７－３２２４　〃　下八川丙６４４－１曽我　定子

８６９－２５００　〃　大森９１－１４岡林　瑞子

�法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月曜日から金曜日まで　受付８：３０～１７：００）

８９３－０３４３高知地方法務局いの支局（いの町１２９０－４）

　

こ
の
世
に
た
っ
た
一
つ
の
貴
重

な
命
。そ
れ
を
自
ら
が
絶
つ
行
為
、

す
な
わ
ち
自
殺
が
近
年
増
加
し
て

い
ま
す
。な
か
で
も
高
知
県
は
全

国
平
均
の
約　

倍
、第
４
位
と
高

１．３

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。自
殺
の
動

機
は
様
々
な
の
で
す
が
、長
引
く

経
済
不
況
が
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
は
明
白
な
事
実
の
よ
う

で
す
。例
え
ば
、バ
ブ
ル
と
呼
ば
れ

た
平
成
３
年
に
全
国
で
自
殺
に
よ

り
亡
く
な
っ
た
方
は
約
２
万
人

だ
っ
た
の
が
、平
成　

年
に
は
３

１６

万
人
を
超
え
る
事
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。特
に
、女
性
の　

倍
の
増
加

１．１

に
比
べ
て
、男
性
で
は　

倍
近
く

１．８

に
も
達
し
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
、

男
性
に
あ
り
が
ち
な
、「
仕
事
の
不

振
・
生
活
困
窮
↓
借
金
の
繰
り
返

し
↓
精
神
的
圧
迫
↓
自
殺
」と

い
っ
た
連
鎖
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

自
殺
は
働
き
盛
り
の
男
性
だ
け

に
見
ら
れ
る
現
象
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
秋
田
県
や
高
知
県
の
中
山
間

地
域
で
は
、
高
齢
者
の
自
殺
が
多

い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
動

機
の
特
徴
と
し
て
は
、「
病
気
な
ど

の
健
康
問
題
」「
家
庭
で
の
家
族
問

題
」な
ど
が
多
い
点
で
、高
齢
化
に

伴
う
閉
じ
こ
も
り
や
人
付
き
合
い

の
減
少
が
孤
立
感
を
深
め
る
こ
と

も
一
因
で
は
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
地
域
、
隣
近
所

に
よ
る
互
い
の
声
か
け
や
、
老
人

ク
ラ
ブ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
へ
の
積
極
的
な
社
会
参
加
も
自

殺
予
防
に
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
央
西
福
祉
保
健
所
だ
よ
り

第１回

減
ら
そ
う
！
自
殺
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男性の働きざかりの自殺者が増えています  

男性の働きざかりに  
自殺死亡者が多い！  

男：高知県 

自殺 に よ る 年 齢 階 級別実死亡数の比較（総計）  

自 殺 死 亡 数 の 増 減 （ 全 国 ） 

35,000 

30,000 

25,000 

20,000 

15,000 

10,000 

5,000 

0

自
殺
死
亡
数
（
人
） 

総数 

1958年 
23,641人 

1986年 
25,667人 1997年 

23,494人 

1998年 
31,755人 

2004年 
30,247人 

2003年 
32.109人 

男性 

女性 

お知らせ 　

月
４
日
か
ら　

日
ま

１２

１０

で
は
人
権
週
間
、　

月
１２

　

日
か
ら　

日
ま
で
は

１０

１６

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
で
す

お知らせ

人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
身
近
な

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す



広報いの　12月号
１６

１2 ・ １ 月 の 保 健 行 事 予 定 表 
（１２月１日～１０日の予定は、広報１１月号をご覧ください。都合により変更する場合がありますのでご了承ください。） 

□献血
時　間場　所日　程

９：３０～１０：３０伊野税務署
１２／１９（火） １２：３０～１４：００石川記念病院 

１５：００～１６：３０伊野町農協本所
９：３０～１１：３０いの町役場

１／１０（水）
１３：３０～１６：００高知県立農業大学校 

□乳幼児関係
時　間場　所日　程内　容

９：３０～１０：３０

天王コミュニティーセンター１２／１３（水）

育児相談 すこやかセンター伊野１２／２０（水）

枝川コミュニティセンター１／１０（水）

Ｈ１１．６．２０～Ｈ１８．９．１９生１３：３０～１４：００長沢診療所 １２／１９（火）本川地区ポリオ
Ｈ１８．７．２７～Ｈ１８．９．２１生１３：００～１４：００すこやかセンター伊野１２／２１（木）４か月児健診

９：５０集合吾北中央公民館１２／２２（金）離乳食講習会

　
「
離
乳
食
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
。」そ
ん
な
疑
問
も
解
決
で
き

る
初
期
、
中
期
、
後
期
の
離
乳
食

ク
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
当
日

は
お
子
さ
ん
の
託
児
も
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
日
時　
　

月　

日（
金
）

１２

２２

　
　
　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

（
受
付
９
時　

分
〜
）

５０

　
場
所　

吾
北
中
央
公
民
館

　
持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
コ
ッ
プ
、

母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
　

月　

日（
金
）ま
で

１２

１５

　

ほ
け
ん
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

� 
８
９
３
―
３
８
１
１

　

吾
北
総
合
支
所
ほ
け
ん
福
祉
課

 

� 
８
６
７
―
２
３
１
２

　

本
川
総
合
支
所
ほ
け
ん
福
祉
課

 

� 
８
６
９
―
２
１
１
４

　

　
『
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
い
の
』の
入
居

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

∧
入
居
資
格
∨

　

現
在
、
い
の
町
に
住
所
を
有
す

る　

歳
以
上
の
虚
弱
な
高
齢
者
で

６５
あ
り
、
単
身
又
は
夫
婦
等
の
二
人

世
帯
で
、
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
方

∧
申
込
書
配
布
及
び
受
付
期
間
∨

　
　

月
１
日（
金
）〜

１２

 

　

月　

日（
金
）

１２

１５

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

　
（
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
・
祝
日
を

　

除
く
。）

∧
部
屋
の
概
要
∨

　

募
集
戸
数　

１
人
室
１
戸

　
　
　
　
　
　

２
人
室
３
戸

　

場　
　

所　

い
の
町　

番
地
３

６０３２

　

間　
取　
り　

１
Ｌ
Ｋ　

　
　
　
　
　
　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

∧
使
用
料
∨

入
居
者
の
収
入
に
よ
り
、４　
０
　,

０
０
円
〜
２
４　
０
０
０
円

　,

∧
そ
の
他
∨

　

①
入
居
申
込
書
の
配
布
及
び
受

付
は
、福
祉
課（
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
伊
野
内
）、ほ
け
ん
福

祉
課（
吾
北
・
本
川
総
合
支
所

内
）で
行
い
ま
す
。

　

②
入
居
が
決
定
し
た
際
に
は
、

収
入
申
告
及
び
保
証
人
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
保
健
所
の
許
可
な
く
個

人
墓
地
を
設
置
す
る
事
案
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
設
置
の
際
に
は

「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
」、「
高
知
県
墓
地
、
埋
葬
等
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例
」
に
よ
り

県
知
事（
保
健
所
）の
許
可
を
得
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

又
、改
葬（
埋
葬
し
た
お
骨
を
他

の
墳
墓
に
移
す
こ
と
）の
際
に
も
町

長
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

個
人
墓
地
設
置
、
改
葬
を
お
考

え
の
方
は
、
事
前
に
環
境
課
又
は

中
央
西
福
祉
保
健
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

 

� 
８
９
３
―
１
１
６
０

　

中
央
西
福
祉
保
健
所

 

� 
０
８
８
９
‐
２
２
‐
１
２
８
６

ご　案　内
『
離
乳
食
講
習
会
』

の
ご
案
内

入居者募集
『
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
い
の
』

　
入
居
者
募
集
の

お
知
ら
せ

お知らせ

個
人
墓
地
設
置
・
改
葬

の
際
は
保
健
所
又
は
町

の
許
可
が
必
要
で
す



広報いの　12月号
１７

　

解
雇
や
賃
金
の
引
き
下
げ
、
不

払
い
残
業
や
い
じ
め
な
ど
職
場
で

の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
労
働
局
と
県
労
働

委
員
会
で
は
、
相
談
者
が
希
望

し
、
相
手
方
が
応
じ
る
場
合
は
、

労
使
間
の
話
し
合
い
の
仲
立
ち
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に

相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
窓
口
･
問
い
合
わ
せ

　

高
知
労
働
局

　
　

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

 

０
１
２
０
‐
７
８
３
‐
７
２
２

 

� 
８
８
５
―
６
０
２
７

　

高
知
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

 

� 
８
８
５
―
６
０
１
０

　

四
万
十

　
　

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

 

� 
０
８
８
０
‐
３
５
‐
３
１
４
８

　

高
知
県
労
働
委
員
会

 

� 
８
２
１
―
４
６
４
５

　

高
知
県
雇
用
労
働
政
策
課

　
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

 

０
１
２
０
‐
６
１
０
‐
２
２
２

　

年
末
で
す
。
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

お
手
持
ち
の
納
付
案
内
書
や
口

座
振
替
の
通
帳
を
今
一
度
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保

険
料
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
原
則

　

年
以
上
必
要
で
す
（
第
３
号
被

２５保
険
者
期
間
、
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
な
ど
の
加
入
期
間
も
含
み
ま

す
。）
あ
な
た
の
大
切
な
年
金
で

す
。
受
給
権
を
得
る
た
め
に
も
納

め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

後
で
ま
と
め
て
納
め
た
い
と
思
っ

て
も
、
２
年
を
超
す
と
そ
れ
以
前

の
保
険
料
は
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
お

得
で
便
利
、
確
実
な
「
口
座
振
替
」

の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成　

年
１
月
か
ら　

月
ま
で
に
納

１８

１２

め
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

　

年
末
調
整
又
は
確
定
申
告
の
手

続
の
際
に
は
、
控
除
証
明
書
や
領

収
書
を
申
告
書
に
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
家
族
の
分
の
保
険

料
を
納
め
た
場
合
も
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
◎
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が

納
付
期
限
で
す
。
期
限
内
に
納

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
◎
国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料

の
納
付
は
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
負
担
能
力

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付

し
な
い
人
に
対
し
て
は
、
財
産

の
差
し
押
さ
え
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

 

� 
８
７
５
―
１
７
１
７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

老齢基礎年金の計算式（未納や免除の期間があるとき）
　　　　　　　　※１
　　　　　　　　（保険料納付済月数）＋（保険料を全額免除された月数×１/３）＋（半額納付月数×２/３）
　７９２，１００円×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　４０年（加入可能年数）×１２月
　

注）　学生納付特例、若年者納付猶予期間は、保険料を追納していない場合年金額には反映されません。
※１　保険料納付済月数とは、保険料を納めた月数と第３号被保険者であった月数の合計です。
※２　上記計算式については、半額納付以外の多段階納付は含めていません。

年金額（満額）＝792，100円（月額66，008円）

　
だ
よ
り 

国
民
年
金 

お知らせ

国
民
年
金
保
険
料
は 

忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お知らせ

無
料
労
働
相
談
に
つ
い
て

〜
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で

　
　
　
　

お
悩
み
の
方
へ
〜

ぐりぐらひろばからのお知らせ 

　親子が集える遊びの広場“ぐりぐらひろば”を、
いの町総合健康センターで平日開催しています。
お気軽にお越しください。
　各保育園に出向いての遊びの広場（てくてくひろ
ば）も行っています。

てくてくひろばのご案内
12月14日（木）

川内保育園（9：30～11：30）
�お餅つき�

※雨天の場合は室内遊び
☆問い合わせ
ぐりぐらひろば 
� 892－3151



広報いの　12月号
１８

12 月 ・ 1 月 の 催 し 物 
　

 

　
○第１７回手づくり紙芝居
 優秀作品展
　１２月１日（金）～１２月１７日（日）
　土佐民話の会主催で、第１７回手づ
くり紙芝居コンクールを１１月２９日
に開催し、選ばれた優秀作品を展
示。

○平成の招き猫展ＩＮ土佐Ⅶ
　１２月１日（金）～１月８日（月）
　全国の作家１０名による招き猫展を
開催。民芸的な作品や個性的なさ
まざまな招き猫、約１，０００点余を
展示販売。

○－ナイル－野町和嘉写真展
　１２月２日（土）～１月３日（水）
　古代エジプト文明を育んだ大河ナ
イル。奥地では現在でも過酷な風
土の中で強靭に生きるドキュメン
ト写真５０点余を展示。

○山本容子版画展
　１月１１日（木）～２月１８日（日）
　版画家の山本容子さんの作品展を
開催。銅版画や手彩色、近作等６０
点余を展示。

○斉藤卓治「紙の昆虫たち」展
　１月１２日（金）～２月１８日（日）
　大阪市在住のクラフト作家斉藤卓治
さんによる展示会。一枚の紙から自
然のひとコマを切り取ったようなリア
ルな昆虫たち１００組余展示。

　期間中は作品づくりの実演も行いま
す。作品づくり実演（会場内にて）
　１月１２日（金）・１３日（土）・１４日（日）
　２月１６日（金）・１７日（土）・１８日（日）
紙の博物館は、１２月２７日（水）～
１月４日（木）は休館します。
ただし、１月２日（火）～３日
（水）は開館します。

 

○土と布の師走市
　１２月６日（水）～１２月１１日（月）
　学遊窯（小島学）、夢鶴（小野安子）、
マリリン（吉永幸）よる展示会。手
作りの作品を通じて、焼き物や、こ
け玉、古布や紬などを生かして
作った洋服や油絵、縮緬のお細工
もの、袋など６００点余展示販売。

○古布に魅せられて！
 －尾崎冨佐と仲間達－
　１２月１５日（金）～１２月２４日（日）
　日高村、尾崎冨佐さんの展示会。
昔の物を今にいかした刺子やキル
トのジャケット等と、紬や綿を生
かして作ったブラウス等を紹介。
その他、時代箪笥や人形、絵画な
ど３００点余を紹介。また、来年の
干支いのししの置物や和紙、炭等
で作ったお正月飾りもお楽しみく
ださい。

○櫻花爛漫「さくらときもの」
 －併催寺岡ひろえ人形展－
　１月２日（火）～１月８日（月）
　特選呉服いしはらの展示会。今回
は桜を題材に染めや織りの着物や
帯、和の小物など２００点余を展示
販売。その他、寺岡ひろえさんの
人形２０点余を展示。
ギャラリー・コパは、１２月２７日
（水）～１月４日（木）は休館しま
す。
ただし、１月２日（火）～３日
（水）は開館します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　１１月３日（金）、第３７回吾北地区民運動会が小川小
学校運動場で開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、４チームは今回新しく考
案された「クリーン作戦」など、２５種目の競技で楽し
い一日を過ごしました。
　結果は左記のとおりです

優　勝＝下八川　　　準優勝＝上八川

第３位＝小　川　　　第４位＝清　水 

　
　

� 892―1001　

「フランス伝統のゴブラン織り展」

期間　１２月３日（日）～１２月３０日（土）（水曜日休館）
時間　１０時～１７時
会場　土佐和紙工芸村内　ギャラリーぼたにか
内容　フランスの伝統織物として知られるゴブラン

織りをご紹介します。美しい花柄のクッショ
ンやバック、ポーチなどを約２００点展示して
います。

　

くらうどから休業日のお知らせ

平成１９年３月までは、毎週水曜日をお休み
とさせていただきます。

第37回　吾北地区民運動会 土佐和紙工芸村だより
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い
の
流
水
俳
壇

松
尾　

満
津
於
選

「
当
季
雑
詠
」

秋
風
や
観
音
堂
の
休
み
石

 

井
上　

郁
子

（
評
）春
風
は
身
に
吹
い
て
感
ず
る
も
の
、
秋
風

は
身
を
離
れ
て
さ
や
か
に
お
ぼ
え
る
も
の
だ
と

い
う
、
作
者
は
観
音
堂
の
休
み
石
に
、
ど
っ
か

と
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
。
秋
風
、
観
音
堂
、
休

み
石
と
羅
列
し
て
他
は
何
も
述
べ
て
な
い
が
、

そ
れ
で
い
て
、
情
景
は
極
め
て
鮮
明
で
あ
る
。

休
み
石
と
秋
風
と
の
照
応
は
ま
こ
と
に
言
い
得

て
妙
。

 

田
や
記
憶
の
中
の
二
毛
作

 

楠
目　

哲
郎

（
評
） 
 
田
   

は
刈
り
と
っ
た
後
に
株
芽
の
再
生

だ

し
た
田
の
こ
と
で
あ
る
。小
さ
な
穂
が
出
て
実

る
が
米
の
味
は
よ
く
な
い
、鳩
や
鴉
の
餌
に
な

る
程
度
の
も
の
で
あ
る
。南
国
と
呼
ば
れ
る
高

知
で
は
、年
に
お
米
を
二
度
収
穫
し
た
時
代
も

あ
っ
た
が
、今
は
も
う
記
憶
の
中
だ
け
に
残
る
、

郷
愁
の
世
界
で
し
か
な
い
二
毛
作
。

穐魯
ひ
つ
じ秤魯

果
て
し
な
き
空
の
広
さ
や
木
守
柿

 

渡
辺
万
利
子

（
評
）雲
一
つ
な
い
晩
秋
の
空
、果
て
し
な
く
広

く
青
い
。「
見
よ
空
高
く
」「
仰
ぐ
大
空
」と
い
う

表
現
等
、甲
子
園
球
児
等
の
校
歌
に
よ
く
用
い

ら
れ
て
い
る
言
葉
。山
脈
も
清
流
も
な
い
都
会

で
も
大
空
は
あ
る
。採
り
残
さ
れ
た
柿
の
実
が

空
に
透
け
て
赤
く
輝
く
。木
守
柿
は
、山
の
小
鳥

や
小
動
物
の
た
め
に
餌
と
し
て
取
り
残
し
た

二
、三
個
の
柿
の
こ
と
で
あ
る
。

夜
長
し
古
文
の
恋
の
佳
境
な
り

 

伊
藤　

た
み

（
評
）古
文
の
恋
と
い
え
ば
差
し
詰
め
源
氏
物
語
で

は
な
か
ろ
う
か
。恋
の
過
ち
に
お
の
の
き
な
が
ら
、

愛
の
遍
歴
に
苦
悩
す
る
前
編
と
、暗
い
愛
の
世
界

を
描
く
後
編
が
あ
り「
も
の
の
あ
わ
れ
」の
世
界

を
描
写
し
た
日
本
の
古
典
の
最
高
峰
と
さ
れ
て
い

る
と
、国
語
辞
典
に
あ
る
が
、作
者
の
読
ん
で
い
る

古
文
が
果
た
し
て
源
氏
物
語
で
あ
る
の
か
ど
う
か

推
察
の
域
を
出
な
い
が
、夜
長
に
読
む
古
文「
恋
の

佳
境
な
り
」と
く
れ
ば
必
ず
し
も
的
は
ず
れ
で
も

な
い
よ
う
に
思
え
る
。秋
の
夜
長
古
文
の
恋
の
佳

境
は
ま
だ
ま
だ
先
に
続
い
て
い
る
。

　
点
滴
の
向
ふ
に
夕
焼
け
の
海
が
あ
る 
間　
　

浩
太

に
ご
り
酒
た
し
か
に
神
は
お
ん
な
な
り 

大
西　

昇
月

電
線
の
し
な
う
燕
の
別
れ
か
な 

片
岡　

包
女

晩
秋
や
雨
は
静
か
に
野
を
閉
ざ
す 

大
川　

節
弥

見
送
れ
ば
友
コ
ス
モ
ス
を
高
く
振
る 

刈
谷　

志
津

す
れ
違
う
歴
史
認
識
あ
き
ざ
く
ら 

友
草　

水
月

ガ
ラ
ス
拭
く
映
る
秋
思
の
顔
も
拭
く 

岡
本
と
も
子

猪
囲
い
跨
ぎ
て
帰
路
を
近
道
す 

竹
崎　

光
子

目
薬
を
差
し
て
読
み
つ
ぐ
良
夜
か
な 
川
村　

博
子

気
が
か
り
な
月
日
刻
み
し
障
子
貼
る 
川
村
千
図
子

小
作
り
の
延
命
地
蔵
赤
ま
ん
ま 

津
田　

久
美

野
分
雲
と
ぶ
空
港
の
大
硝
子 

松
岡
き
よ
子

寺
の
道
白
萩
ゆ
れ
て
こ
ぼ
れ
け
り 

中
野　

好
子

有
明
け
の
月
静
か
な
り
虫
す
だ
く 

川
村　
　

愛

コ
ス
モ
ス
や
風
の
流
れ
に
さ
か
ら
わ
ず 
筒
井　
　

文

天
高
く
マ
ス
ト
登
り
や
万
国
旗 

中
屋　

桜
子

秋
野
菜
蒔
い
て
安
堵
の
腰
た
た
く 

藤
田　

里
野

そ
の
中
の
句
碑
に
宿
る
か
秋
の
虫 

川
上
こ
よ
ね

高
原
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
ぶ
ど
う
狩
り 
筒
井　

眉
躬

峰
々
の
地
主
神
社
や
滝
の
音 

弘
瀬
う
き
子

配
膳
に
彼
岸
団
子
を
戴
け
り 

大
平　

種
香

教
え
子
の
顔
つ
な
が
ら
ず 
後 
の
月 

松
尾
満
津
於

の
ち
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次　
　

題　
「
当
季
雑
詠
」五
句 

　
締
め
切
り　

毎
月　

日
１５

 
　

日
本
大
昭
和
板
紙
西
日
本

株
式
会
社
高
知
工
場
様
か
ら

た
く
さ
ん
の
災
害
用
毛
布
を

ご
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
避
難
場
所
に
備
蓄
し
、

災
害
時
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 

総
務
課

　

い
の
町
下
八
川
丁
１
５
４

７
番
地

　

藤
岡　

聰
夫
様
か
ら

　

故
藤
岡　

ふ
じ
ゑ
様
の
香

典
返
し
と
し
て
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
吾
北
荘
へ
多
額

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

 

吾
北
荘

　

徳
島
市
南
沖
洲
３
丁
目　
11

番
地　
22

　

向
井　

保
子
様
か
ら

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
偕

楽
荘
へ
多
額
の
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

 

偕
楽
荘

　　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お　

礼
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　このコーナーでは、各園・学校の取り組みや様子をお知らせし、地域の学校としての情報発信を
しています。地域の皆さまには、さまざまな取り組みにご理解とご協力をいただいておりますが、
今後とも地域ぐるみで子どもの健全育成にかかわっていただけますよう、よろしくお願いします。 

上　八　川　幼　稚　園　・　小　学　校
（小学校）
「縦割り班で育つなかま」
　全校３５名が６つの班に分かれ、縦割り班で活動しています。６年生の班長さんを中心に、毎日の
掃除が主な活動です。１班５～６名で組織されていますが、広い掃除範囲を受け持たなくてはなら
ず、なかなか大変です。上級生が１年生に、ほうきやぞうきんの使い方を教えたり、手順を指示し
たりする中で、友だちに対する思いやりや優しさが培われていくのではないかと思います。掃除後
の反省会では、友だちのがんばりを認め合い拍手する場面が見られます。また、金曜日には「いき
いきタイム」で縦割り集会を行い、掃除について
全校で意見交換を行っています。
　また、掃除だけでなく、遠足や運動会などいろ
いろな場面で縦割り班活動を行っています。特
に、運動会での一輪車演技は、各班３分間の持ち
時間を子どもたち同士で構成し、練習を重ねたも
のを発表します。休み時間に乗れない友だちをサ
ポートしたり、相談しながら難しい技に挑戦した
り、練習を積み重ねます。上級生はリーダーとし
ての意識が高まり、下級生は上級生と交わること
で臆せず関わりを持つことができるようになりま
す。
　縦割り班の活動を通して、一人ひとりが大切にされ、互いに認め合い、のび合うなかまとして
育っていってほしいと願っています。
　
（幼稚園）
「２学期も元気いっぱい」
　小学校との合同運動会や校庭での様子を見てい
る園児たちは、小学生にあこがれ、一輪車にも挑
戦し始め、幼児なりに仲間意識を持って活動する
ようになっています。また、吾北４つの幼稚園で
は、春の合同遠足、１０月には下八川幼稚園で交流
保育を行いました。下八川では河原でお弁当を食
べ、石や川辺の遊びなど自然にふれながら楽しく
過ごしました。
　幼・小の保護者や地域の方々のご支援のもと、
連携しながら親子クッキングや子育て講演会等の
活動にも取り組んでいます。
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中　追　小　学　校
　
　
　
　１０月１５日の日曜日に「中追地区大運動会」が行
われました。当日は晴天にも恵まれ、地区内外か
らたくさんの方が応援や競技に参加してくれまし
た。その中でも、わら縄をあむ競技や丸太を切っ
たりくぎを打ったりする競技では、地域の方の職
人わざに毎年ながら感心させられました。また、
午前のプログラム終了後には敬老行事も行われ、
トランペットで演奏したり浦安の舞を披露したり
しました。そして、勝賀瀬小の児童２名が落語も
聞かせてくれました。最後の年代別対抗リレーで
は、身をのりだして走者に応援がおくられ、大盛
り上がりで終えることができました。
　運動会に応援や参加してくださった方々、本当にありがとうございました。

�児童の感想より（一部抜粋）

中追地区大運動会が盛大に行われました！！
�

�

�

�

����������������������������������������

����������������������������������������

�
�
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　今日は、小学校生活最後の運動会です。この

日にむけて、一生けん命練習してきた成果を

見せます。空は晴天で、運動会日和でした。 

　一番心に残ったことは、ダンスや競技をす

るたびに、地域の人達と触れ合うことができ

たことです。特に、午後の部最初の「フラダ

ンス」は、大人の人達がおどっていて、おも

しろそうでした。 

　楽しかった運動会はあっという間に終わり

ました。地域のみなさん、ありがとうござい

ました。 （６年生）

　今日、９時３０分から運動会がありました。

ぼくは、とうとう来たかあと思いました。 

　学校に着いて、２０分ぐらい待つとたくさん

の人が来てくれていました。ぼくは、 

「こんなに来てくれたのか。」 

とおどろきました。 

　競技で一番難しかったのは、一輪車の一人

乗りと竹馬です。綱引きは、２回とも負けて

しまいました。くやしかったです。点数を見

ると、逆転されていました。でも楽しかった

です。 （５年生）

　尊い県民の命を守る血液が不足し、毎年一割を県
外から助けられ、今年は二割にも達しています。
　今年冬場にかけて益々の不足が見込まれます。血
液の安定確保は法律で、県・市町村・血液センター
の役割分担が決められていますが、何と言っても県
民自身のご理解が重要です。
　献血者の安全には、万全を期しております。
　また、患者の安全性と量確保のため４００ミリ献血
にご協力をお願いします。
　県民の生命は、県民の善意で守りましょう。

問い合わせ

　高知県赤十字血液センター
　　高知市桟橋通６丁目７番４４号
　　� ８３３―６６６６
　ほけん課（すこやかセンター伊野内）
　　� ８９３―３８１１
　吾北総合支所ほけん福祉課
　　� ８６７―２３１２
　本川総合支所ほけん福祉課
　　� ８６９―２１１４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

献血にご協力をお願いします。～輸血用の血液がピンチ！積極的なご協力を！～



２２
広報いの　12月号

　いのスポーツクラブでは、いの町・いの町教育委員会に協賛いただき、運営への運びとなりました。 
正式には、“総合型地域スポーツクラブ「いのスポーツクラブ」”といいます。 

「はばたけ！人の和、地域の輪。100年後でもやっぱり、いいのぉ～！」 
をキャッチフレーズに、いろいろなスポーツ教室等を実施し、様々なイベントに参加して地域の皆さま
と一緒に健康増進を図り、喜びと憩いの場を創っていきたいと考えております。 
　また、「スポーツ及び文化活動の進行を通じて、地域コミュニティの活性化を図り、健康で明るい町づ
くりに貢献します」を活動理念としておりますので、皆さまの積極的なご参加とご協力をよろしくお願
い申し上げます。 
　なお、スタッフとしてご協力いただける方、ボランティア活動に興味をお持ちの方は、お気軽にお電話
ください。 

さあ！！いって・みて・やってみよう さあ！！いって・みて・やってみよう 

い の ス ポ ー ツ ク ラ ブ の お 知 ら せ 

開 催 日 時　平成19年1月13日（土）・20日（土）・ 
　　　　　　27日（土）　9：30～12：00 
会　　　場　伊野体育館 
参 加 定 員　小学生　定員15名 
指　導　者　いの町体育会 卓球部 石川　正博 氏 
参　加　料　500円 
申込締切日　平成19年1月11日（木） 
持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

卓　球　教　室 
小学生対象 

初心者成人の方を対象に、夜間コースで行います。
週末、スポーツでしっかり汗をかきましょう。 
開 催 日 時　平成19年1月13日（土）・20日（土）・ 
　　　　　　27日（土）　19：00～20：30 
会　　　場　伊野商業高校体育館 
参加対象者　一般　定員15名 
指　導　者　いの町体育会 卓球部 尾闢　伸安 氏 
参　加　料　1回につき500円 
申込締切日　平成19年1月11日（木） 
持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

初心者卓球教室 
初心者・成人対象／夜間コース 

音楽に合わせて、楽しくステップしましょう。はじめて
の方もこの機会に挑戦しませんか？ 
開 催 日 時　平成19年1月13日（土）・20日（土）・ 
　　　　　　27日（土）　10：00～11：00 
会　　　場　伊野体育館 
参加対象者　一般　定員30名 
指　導　者　エアロビクスインストラクター 
　　　　　　　　　　　　　　　久保　佐枝 氏 
参　加　料　1回につき500円 
申込締切日　平成19年1月11日（木） 
持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

初心者エアロビクス 
音楽に合わせて楽しくステップ♪ 

チーム参加です 
開 催 日 時　12月16日（土）　9：00～17：00 
会　　　場　伊野体育館 
指　導　者　いの町体育指導委員　竹田　幸弘 氏 
参　加　料　一人100円 
申込締切日　12月14日（木） 
持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

注意事項 
　☆大会および教室参加中の事故については主催者は応急処置は行いますが、以後は一切の責任を負

いません。参加者は、各自の責任において、事前に健康診断を受けるなど万全を期してください。 
　☆貴重品は各自で保管してください。盗難、破損、損失等について、主催者は責任を負いません。 

　保険について  
　・基本的にスポーツ保険に加入していただきます。（年間：中学生以下500円　一般1,500円） 
　・スポーツ安全保険は掛け金を振り込んだ日の翌日の0時から平成19年3月31日の24時まで有効です。 
　・いのスポーツクラブの行う平成18年度の事業にすべて適用されます。 

―――――――――――――　申込・問い合わせ　――――――――――――― 
いのスポーツクラブ（伊野公民館内） 

　・　　892‐2315　　Email：ino-sc170704@themis.ocn.ne.jp 
【担当】吉本　　【受付時間】平日月曜日～金曜日　9：00～12：00 

協賛：いの町・いの町教育委員会 

ドッヂビー交流大会 

総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 
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P e e k  a  B o oP e e k  a  B o o

～ あかちゃんとおかあさんの絵本の時間 ～ 

＊雑誌開放のお知らせ＊　　12月16日（土）9：30～ 

12月19日（火）10：30～11：00

　保存年限を過ぎた雑誌を差し上げます。数に限りがありますので、おひとり５冊までとさせていた
だきます。なお、持ち帰り後の返却や、事前の予約は受け付けておりませんので、ご了承ください。 

　乳幼児と保護者を対象に、１Ｆ絵本コーナーで手遊びや読みきかせをしています。どなたでもお気
軽においでください。 

＊読み聞かせボランティア養成講座開講＊ 
　いの町立図書館では、乳幼児・児童又はその親に対し、本の紹介や読み聞かせを行うことのでき
る人材を養成し、読者普及活動の輪を広げることを目的に、｢読みきかせボランティア講座｣を今年
度も開講します。年齢、性別は問いません。多数のご参加をお待ちしています。 
　　　　日　時　平成19年1月19日（金）、2月16日（金）、3月2日（金）　10：00～12：00 
　　　　講　師　青山　章子さん（つくし文庫　神戸市在住） 

12月の展示 
・サンタの本だな 
・バーバラ・クーニー 
　　　～魅力あふれる絵本たち～ 
・情報！！暮らしのアイデア 

おはなし
会がはじまりました♪おはなし
会がはじまりました♪

いつあるの？ 

１２月１６日土曜日14:30～15:00

お家の方もご一緒にどうぞ。 

くつしたのあな 

※平成18年12月27日～平成19年1月4日　休館 

どうして「くつしたのあな」なの？？ 

どこであるの？ 

いの町立図書館絵本コーナー 

お話会です。ストーリーテリングや絵
本の読み聞かせをしています。遊びに
きてね♪ 

　イギリスの作家、エリナー・ファージョ
ン作「年とったばあやのおはなしかご」
の中で、ある家の年とったばあやが、子
どもたちのくつしたをつぎながら、寝
る前にお話をする場面が出てきます。 
　子どもたちは、ばあやの取ったくつ
したのあなが大きいと喜び、小さいと
きはガッカリします。 
　なぜって、あなが小さければお話も短いし、あなが大き
ければお話がずっと長くなるからです。 
　そんな心なごむひとときを、皆さまといっしょに 
もてますように・・・。 

さあ！！いって・みて・やってみよう 

闢

9：30～18：00
本　　館

開館時間
枝川分室

月・祝日　館内整理日（27日）
年末年始（28日～1月4日）本　　館

休　館　日
月・水・金・日・祝日枝川分室
� 850－4360本　　館

電話番号
� 850－4350枝川分室

http://inolib.town.ino.kochi.jp　
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いの町観光協会からのお知らせ 

いの町観光協会事務局（ギャラリー・コパ内）　　　 893‐1211　　　 893‐1205 
■ 観光協会の会員を募集しています。年会費は団体10，000円、個人5，000円です。 

問 い 合 わ せ 

　いの町観光協会（会長：細川治雄）は『いの町の資源を活用し、観光振興・町の元気づくりに役立つ

仕事をする。』ことを活動の目標にしています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

い の 町 素朴・本物見本市（仮称）計 画 中 ！
い の 町 に は 、 自 慢 で き る 本 物 の も の が た く さ ん あ り ま す 。 そ の 宝 物
（ 資 源 ）を 紹 介 す る 催 し を 計 画 中 で す 。 ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

　　　１．目　　的　町民や町外の方に町の宝物を知ってもらい、いの町全体の活性につなげる。

　　　２．と　　き　平成１９年２月下旬～３月初旬　※現在調整中です。

　　　３．と　こ　ろ　いの町紙の博物館～いの大国さま～いの町商工会周辺

　　　４．内容（案）　①宝物（和紙、紙関連製品、木工、食、自然、アートなど）の展示と販売
　　　　　　　　　　②宝物（お雛様など）の展示
　　　　　　　　　　③その他＝魅力のある催しを通して、いの町全体の魅力を紹介・発信する。

　　　５．そ　の　他　①この催しで紹介したら良いと思う、町の宝物の情報をお寄せください。
　　　　　　　　　　②ただいま関係機関等と検討中です。
　　　　　　　　　　　詳しくは、１月・２月広報等でお知らせします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〒781‐2511　いの町清水上分2545 
（いの町市街地から国道194号を西条方面へ車で約40分） 
TEL･FAX　088‐867‐2015 
営業時間＝AM6：00～PM4：00 
　　　　　（土曜日はPM3：00まで）  
定　休　日＝日曜日と第2・第4土曜日 

ほのほのハウス 
えんこうの里 

●和朝食・パンモーニン グ  
　  田 舎 料 理 が 朝 6 時 か ら 食 べ ら れ る よ ! !  

●日替弁当  
　  電 話 注 文 O K・来 店 注 文 3 分 で き あ が り・ 
　  栄 養 満 点 ・ 好 評 ご は ん 大 盛  

● 宴会はご予算に応じま す 。 
　  5 名 様 以 上 　 無 料 送 迎 い た し ま す 。  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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いの町グリーンツーリズムだより（第18回）

有料広告

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

河原の石はどこからやって来たか？
　１０月２９日（日）仁淀川河原と吾北程野でグリーンツーリズム研究会主催
の地質観察会が９名の参加で行われました。講師に吉村典宏さんを迎え、
柳瀬川原で、仁淀川の石がどこからやって来たかを勉強しました。
　いつも、仁淀川の石は、きれいだなと思って見ていましたが、どこか
らやって来たかということは思いもしませんでした。たくさんある石が
どこからやって来たなんて、到底分からないと思っていましたが、よく
観察すると何種類かの石に分類できました。
　色、形、模様などで区分できました。そして、先生から「この赤石は仁淀川町名野川から、この虎石は
吾北の高岩付近から、ブツブツのある丸い安山岩は久万高原町面河から、緑色片岩は程野付近から」と教
えてもらいました。
　地質図を見ると高知の地層は東西にいろんな地質が込み合っていて、その中を仁淀川があみだ状に流れ
ていることで、いろんな地層の石が集まってくることを知りました。
　次に川原の石がどうなっているか観察しました。みんなで川原に横になってスケッチし観察すると、すべての石
が上流むいていることが分かりました。なぜそうなるのか、樋と砂と石を使って、水を流して実験しました。
　上流からの水が石に当たると、石の両脇に水が分かれ勢いがついて足もとがえぐられ、その砂が石の後
ろにたまりました。そうすると、自然と石は上流側に起こされた状態になるのです。実験から、川原の石
の並びが立証されたのです。全てに自然の摂理があることがわかりました。
　次に、すこし紅葉した吾北程野で、露出した地層を観察しました。滝が形成される条件や断層のしくみ
について勉強しました。
　最後に吾北唐越の川に下りて、礫岩と虎石を観察しました。この河原には、吾北の上流からの緑色片岩
がほとんどで、面河や越知の方の安山岩は見当たりませんでした。どの河原もほとんど同じ石があると
思っていた私にとっては、目からうろこでした。
　このような観察会を継続し、少しはみんなをガイドできるようになればと思います。

　日本全国で提供されている加入電話、公衆電話、
緊急通報（１１０番・１１８番・１１９番）の電話サービス。こ
れらが、電気通信事業法に定められたユニバーサル
サービスです。
　ＮＴＴ東日本・西日本が提供しているこれらの
サービスは携帯電話やＩＰ電話の普及及び電話サー
ビスの競争の進展などに伴い通話料金が大幅に安く
なりましたが、一方では、このユニバーサルサービ
スの提供費用が不足することとなりました。
　このため、固定電話・携帯電話・ＰＨＳ・ＩＰ電
話などの電話会社５６社が協力して費用を出し合う
「ユニバーサルサービス制度」がスタートします。
　ユニバーサル制度の負担金は、最終的には最終利

用者からの料金収入によってまかなわれます。その
ため、ユニバーサルサービス制度の負担金を拠出す
る事業者が当該負担金を経営努力によって内部吸収
するか、利用者に対して負担を求めるかについて、
経営判断により決定することになります。
　制度の円滑な運営のため、是非ともご理解とご協
力をお願いします。
　制度に関する詳細は、
http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/universalservi-
ce/index.htmlからご覧になれます。
問い合わせ
　四国総合通信局
　　� ０８９－９３６－５０４１

「電話のユニバーサル制度」がスタートします
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　このコーナーでは、毎月いの町の山や川でとれる食材を
使った料理やいの町の郷土料理を紹介します。 
　第９回は本川地区特産のじゃがいもを使った料理です。 
※今回は、本川地区農漁村女性グループ研究会（通称：本
じゃがクラブ）のご協力を得て掲載します。 
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上下水道休日当番 

飼えなくなった 
犬の収集日程 

今月の納税 

※都合により当番医が変更となる場合があります。 
　受診の前に電話でご確認ください。 

休日当番医 

12

いの町上下水道組合 
　090‐9555‐6246

※吾北・本川地区の方は、処理手続きの都合上前日
16時までに各総合支所に連絡をお願いします。 

●伊野地区……役場本庁・各出張所 
●吾北地区……吾北総合支所 
●本川地区……本川総合支所 

問い合わせ　　環境課 　 893‐1160　 

本川地区農漁村女性グループ研究会 
（本じゃがクラブ）から一言　　　　　 

　本川産じゃがいもを使うとなお一層おいしくでき
あがります。 

問い合わせ 
　企画課 　 ８９３‐５８５５　　 ８９２‐０３５３ 

　Eメールアドレス　kikaku@town.ino.kochi.jp

【じゃがいものおやき】 ■
材
料（
１０
個
分
） 
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町県民税 4期 
国保税・介護保険料（本算定） 8期 

12月4日（月）・20日（水） 
1月23日（火） 

受付時間  8：30～9：30

 
3（日） 
10（日） 
17（日） 
23（土） 
24（日） 
31（日） 

　 
1（月） 
2（火） 
3（水） 
7（日） 
8（月） 
14（日） 
21（日） 
28（日） 

 
893‐0047 
892‐2555 
893‐5111 
893‐1551 
893‐5712 
893‐0014 

　 
893‐5111 
893‐0047 
893‐1551 
893‐0047 
893‐5712 
893‐0014 
892‐0296 
893‐5111

 
関 田 病 院  
宮 内 医 院  
さ く ら 病 院  
仁 淀 病 院  
田 村 外 科  
森 木 病 院  
　 
さ く ら 病 院  
関 田 病 院  
仁 淀 病 院  
関 田 病 院  
田 村 外 科  
森 木 病 院  
高 岡 内 科  
さ く ら 病 院  

――――――― 12 月 ――――――― 

――――――― 1 月 ――――――― 

－作り方－ 
①最初に片栗粉、小麦粉、砂糖、塩を混ぜ合わ
せる。 

②じゃがいもは皮付きのままで湯がき、できあ
がった後、熱いうちに皮を取り除きマッシャーで
潰す。 

③その中に①と卵を入れ時間をかけてよく混ぜ
合わせる。 

④混ぜ終えたら60ｇ位にし中にあんこを入れ
て180℃位のホットプレートで両面を焼く。 
ワンポイント！ 
　あんこの代わりにイタドリのピリ辛に炒めた
ものを入れたり、あんこ無しで同じように両
面を焼き、その上にみたらしのたれをつけて
もおいしくいただけます。 


